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訂正のおしらせ    

    

 当誌掲載記事「第８回建設業経理士検定試験 模範解答＆解説」 

―「１級原価計算」の 80808080 頁頁頁頁、82828282 頁頁頁頁、85858585 頁頁頁頁において、 

解答欄が空欄になっておりました。 

 お詫びの上、以下に該当頁の訂正を掲載いたします。 



解答
＆解説

１ カ「工事原価総額」

工事原価総額とは，工事契約において定められた，施工者の義務を果たすための支出の総

額をいう。工事原価は，原価計算基準に従って適正に算定する（工事契約に関する会計基準

６�）。

２ サ「一定の給付」

原価計算制度において，原価とは，経営における一定の給付にかかわらせて，把握された

財産または用役の消費を，貨幣価値的に表したものである（原価計算基準３）。

３ キ「成果の確実性」

工事契約に関して，工事の進行途上においても，その進捗部分について成果の確実性が認

められる場合には工事進行基準を適用し，この要件を満たさない場合には工事完成基準を適

用する。

成果の確実性が認められるためには，次の各要素について，信頼性をもって見積もること

ができなければならない（工事契約に関する会計基準９）。
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解答
＆解説

問１

機械装置等の場合，仮設材料とは異なり，その原価要素を変動費と固定費とに区分し，こ

れに従って，変動費負担的な性格をもった使用率として「運転１時間当たり損料」を，固定

費回収的な性格をもった使用率として「供用１日当たり損料」を求める。これらをまとめる

と以下のようになる。
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解答
＆解説

� 車両費率算定表の空欄について，資料のデータを使用し，下記のように計算する。

� 個別費＜減価償却費＞

車両 A：（￥１９，８００，０００－￥０）÷５年＝￥３，９６０，０００

車両 B：（￥１５，０００，０００－￥０）÷５年＝￥３，０００，０００

車両 C：（￥３０，２４０，０００－￥０）÷６年＝￥５，０４０，０００ 合計￥１２，０００，０００

� 個別費＜燃料費＞

車両 A：５，１２０�÷８km／�×＠￥１２５／�＝￥８０，０００

車両 B：４，０００�÷１０km／�×＠￥１２５／�＝￥５０，０００

車両 C：２，８００�÷５km／�×＠￥１２５／�＝￥７０，０００ 合計￥２００，０００

� 共通費＜油脂関係費＞

車両 A：￥２９５，０００×（￥８０，０００÷￥２００，０００）＝￥１１８，０００

車両 B：￥２９５，０００×（￥５０，０００÷￥２００，０００）＝￥７３，７５０

１級

原価計算
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